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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日銀の金融緩和の継続を背景に景気

は緩やかな回復基調が続きました。一方で、円安による輸入原材料の価格上昇や中国をはじめとするアジア新興国

経済の失速懸念が強まるなど、先行き不透明な状況が継続しております。

当社グループの主な事業分野であります住宅関連業界につきましては雇用と所得環境の改善が継続したことに

加え、政府による住宅取得支援策等により都市部を中心に底堅い需要がありましたものの、新設住宅着工戸数は低

水準で推移しました。

このような環境のもとで当社グループは、昨年９月に経営効率の向上を図る目的で本社を千代田区麹町から中

央区日本橋浜町に移転し、また、各事業の営業体制再構築による収益基盤の強化に努めました。この結果、本社移

転に伴う費用の発生や昨年３月の関東工場（木材加工事業）閉鎖後の生産体制整備等の一過性の費用がありました

が、売上高は86億６千１百万円（前年同期比3.2％減）、営業利益は５億３千７百万円（前年同期比5.6％増）とな

りました。また、旧関東工場土地・建物を昨年７月より事業会社に賃貸したこともあり、経常利益は５億８千８百

万円（前年同期比10.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は３億５千５百万円（前年同期比10.2％増）と

なりました。

 セグメントの業績は次のとおりです。 

ジオテック（地盤改良）事業 

 当社独自の木質杭を施工材料とする「環境パイル工法」の販売は引き続き堅調で、自社開発の地盤改良関連技術

や関連する部材等の同業他社への販売も順調に実績を伸ばしました。また、非住宅分野の積極的な受注活動を行う

ほか、昨年４月には静岡営業所を沼津営業所と統合し規模を拡大した新たな静岡営業所を静岡地区の基幹営業所と

して発足させ、さらに、子会社の体制整備を進める等の諸施策を実施しました。売上高は37億１千１百万円（前年

同期比6.4％増）、営業利益は１億１千７百万円（前年同期比55.2％増）となりました。

木材加工事業 

 保存木材の生産は関東工場閉鎖により前年同期比減少しましたが、販売については各工場間の連携と協業他社か

らの製品供給により微減に止めることができました。旧関東工場から東北工場への一部設備の移設は第１四半期で

完了し７月より同工場の乾式保存処理木材の生産能力は拡大しました。保存処理薬剤の販売は乾式処理装置ユーザ

ー数の伸び等により前年同期比増加しました。売上高は26億９千９百万円（前年同期比14.5％減）、営業利益は１

億７千万円（前年同期比89.1％増）となりました。 

セキュリティ機器事業 

 安心・安全を希求する社会情勢を背景に監視カメラの市場は堅調に推移しており、市場拡大に対応するため販売

要員及びサービス要員を増強し販売体制、商品サービス体制の強化を続けております。売上高は14億１千８百万円

（前年同期比4.1％増）となりましたが、一方で急激な円安による輸入商品原価の上昇や増員に伴う一時的な経費

先行等から営業利益は２億２千４百万円（前年同期比30.2％減）に止まりました。 

石油製品事業 

 ハイブリッド車や軽自動車の普及、若者の車離れ等ガソリン消費の減少が続く中、燃料油の販売数量は微減に止

まりました。また、ガソリンスタンド店頭でのフルサービスの接客対応を徹底し、洗車、車検代行を切り口に油外

商品の販売に努めました。売上高は原油価格の低下により５億６千５百万円（前年同期比18.6％減）となりました

が、営業利益は２千４百万円（前年同期比22.0％増）となりました。 

その他事業 

 マッチの出荷数量は前年同期比微増し、また、消耗雑貨商品の販売も前年同期比増加しました。その他事業の売

上高は２億６千７百万円（前年同期比7.4％増）、営業損失は３百万円（前年同期は営業損失４百万円）となりま

した。

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は86億９百万円であり、前連結会計年度末と比較して１億５千９百万円増

加いたしました。

 流動資産は、受取手形及び売掛金、繰延税金資産は減少しましたが、現金及び預金、原材料の増加等により６千

万円増加いたしました。固定資産は、設備移設や本社移転に伴う有形固定資産の増加等により９千９百万円増加い

たしました。また、旧関東工場土地、建物を賃貸したことに伴い有形固定資産の一部を投資不動産（14億８千３百

万円）に振り替えております。

 流動負債は、未払法人税等、賞与引当金の減少等により２億７千８百万円減少いたしました。固定負債は商品保

証引当金、その他固定負債の増加等により８千４百万円増加いたしました。

 純資産は四半期純利益３億５千５百万円の計上等により前連結会計年度末から３億５千３百万円増加し、57億５

百万円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 今後の見通しにつきましては、雇用・所得環境の改善が続く中で景気は緩やかな回復に向かうことが期待される

ものの、アメリカの金融政策の正常化が進む中、アジア新興国等の景気が下振れし、我が国の景気が下押しされる

リスクがあり、当社グループの主な事業分野である住宅関連業界につきましても、新設住宅着工戸数は低水準で推

移するものと思われます。

 当社グループの主要事業は概ね想定内で堅調に推移しており、平成28年３月期通期連結業績予想につきまして

は、平成27年４月30日発表の予想数値から変更はありません。

 通期の連結業績予想につきましては、売上高120億円、営業利益７億円、経常利益７億５千万円、当期純利益５

億円を見込んでおります。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 

平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。

当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務

諸表の組替えを行っております。

 

（有形固定資産の減価償却方法の変更） 

 当社及び連結子会社は、有形固定資産の減価償却方法について、従来、主として定率法を採用しておりました

が、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

 この変更は、当社の親会社である兼松株式会社の連結グループにおける償却方法の統一の観点から、兼松株式

会社の連結子会社となったことを契機として当社及び連結子会社の保有する有形固定資産の使用状況を詳細に調

査した結果、資産の経済的便益がその耐用年数にわたって平均的に消費されると予測されたため、より実態に則

した定額法へ変更したものであります。なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益

及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,193 2,316 

受取手形及び売掛金 2,160 2,135 

商品及び製品 717 712 

仕掛品 0 2 

原材料 291 306 

繰延税金資産 76 24 

その他 78 79 

貸倒引当金 △0 △0 

流動資産合計 5,516 5,577 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 238 181 

機械装置及び運搬具（純額） 263 289 

土地 2,151 778 

リース資産（純額） 13 16 

建設仮勘定 6 － 

その他（純額） 25 35 

有形固定資産合計 2,699 1,301 

無形固定資産 20 20 

投資その他の資産    

投資有価証券 50 53 

繰延税金資産 42 26 

投資不動産 － 1,483 

その他 133 159 

貸倒引当金 △13 △12 

投資その他の資産合計 213 1,710 

固定資産合計 2,932 3,032 

資産合計 8,449 8,609 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,871 1,903 

リース債務 9 7 

未払法人税等 227 60 

賞与引当金 120 50 

資産除去債務 7 － 

その他 336 273 

流動負債合計 2,573 2,295 

固定負債    

リース債務 7 12 

退職給付に係る負債 121 116 

商品保証引当金 282 332 

資産除去債務 10 10 

その他 102 137 

固定負債合計 524 608 

負債合計 3,097 2,903 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,325 3,325 

資本剰余金 1,146 1,146 

利益剰余金 881 1,237 

自己株式 △5 △5 

株主資本合計 5,347 5,703 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2 2 

繰延ヘッジ損益 1 △0 

その他の包括利益累計額合計 4 2 

純資産合計 5,351 5,705 

負債純資産合計 8,449 8,609 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 8,951 8,661 

売上原価 7,075 6,547 

売上総利益 1,876 2,114 

販売費及び一般管理費 1,367 1,577 

営業利益 508 537 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 8 0 

持分法による投資利益 3 2 

受取賃貸料 5 48 

その他 13 16 

営業外収益合計 30 68 

営業外費用    

支払利息 2 1 

賃貸費用 － 14 

支払補償費 1 － 

その他 0 0 

営業外費用合計 4 16 

経常利益 535 588 

特別利益    

固定資産売却益 10 2 

補助金収入 1 0 

特別利益合計 11 2 

特別損失    

固定資産売却損 － 0 

固定資産除却損 0 8 

固定資産圧縮損 1 0 

本社移転費用 － 18 

特別損失合計 2 27 

税金等調整前四半期純利益 544 564 

法人税、住民税及び事業税 70 139 

法人税等調整額 151 69 

法人税等合計 221 208 

四半期純利益 322 355 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 322 355 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 322 355 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 18 0 

繰延ヘッジ損益 0 △2 

その他の包括利益合計 18 △1 

四半期包括利益 341 354 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 341 354 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  ジオテック 木材加工 
セキュリティ

機器 
石油製品 計 

売上高                  

外部顧客への

売上高 
3,488 3,158 1,362 694 8,702 248 8,951 - 8,951 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 
- 435 - 32 467 - 467 △467 - 

計 3,488 3,593 1,362 726 9,170 248 9,419 △467 8,951 

セグメント利益

又は損失（△） 
75 90 320 20 506 △4 502 6 508 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種マッチ製造販売

事業等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去６百万円であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  ジオテック 木材加工 
セキュリティ

機器 
石油製品 計 

売上高                  

外部顧客への

売上高 
3,711 2,699 1,418 565 8,394 267 8,661 － 8,661 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 
－ 558 － 22 580 － 580 △580 － 

計 3,711 3,257 1,418 587 8,975 267 9,242 △580 8,661 

セグメント利益

又は損失（△） 
117 170 224 24 536 △3 533 3 537 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種マッチ製造販売

事業等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去３百万円であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

  第２四半期連結会計期間において、事業利用目的から賃貸目的に保有目的を変更したことにより、有

形固定資産の一部を投資不動産に振り替えております。これにより、全社資産が1,483百万円増加し、

「木材加工」セグメントの資産が同額減少しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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